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C　H　O

3.8×10

CH　COONa + NaOH → CH　+ Na　CO3 34 2

ア イ

63.0 ウ

炭酸ナトリウム 塩基性 エ

2.0 5 ケ

3 8 10 11

18 20

17 19

8 8 7

カルボキシル

C　H　O3 34

水

3

4

※ CHO　の順番が異なっても正解

※ CHO　の順番が異なっても正解

※ シュウ酸ジメチルでも正解



ク オ セ ケ ソ

ス カ エ ウ サ

チ シ イ ア

OH－ 1.0×10－7 ７

5.5×10　（または55） 1.8×10－9

1.7×10　（または17）

12

アルケン エチレン　（またはエテン） 白金　（またはニッケル）

エタン アセトアルデヒド ポリエチレン

タ ウ カ ヌ セ シ

イ エ ツ ス ア



赤眼の雌個体と紫眼の雄個体を交配させる。

生まれた子（F　）がすべて赤眼であれば赤眼の雌個体の遺伝子型は ＡＡ であり，赤眼と紫眼が

１ ： １ であれば遺伝子型は Ａａ であることが分かる。

1

BbWw

正常体色・正常翅と黒体色・痕跡翅の個体が
ほぼ１：１の比で出現すると予想される。

正常体色・正常翅，正常体色・痕跡翅，黒体色・正常
翅，黒体色・痕跡翅の個体が，それぞれほぼ１：１：
１：１の比で出現すると予想される。

対合 二価 赤道面 4 2　　（16）4

ＡＢ：ａｂ = １：１

ＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ = ５：１：１：５

ナ ク ア シ ト ナ ツ

ウ

エ

イとオ

水分子が分解され、酸素と水素（イオン）、
電子に分けられる。

チラコイド膜 カルビン・ベンソン

分布は比較的温度の低い高緯度域や深い場所
に移る。地域的な種多様性は低下する。



ウ ア エ イ

セ ソ ア オ キ イ エ カ

ク コ セ ソ オ エ ク コ

エ ア イ エ オ イ エ オ イ ウ オ

ウ イ エ イ

食い分け 競争 なわばり 消費者

菌類 分解 食物 すみ場所

土 壌動物の食物や、分解されて植物の養分になる。

物質循環

個体数を少なくし、水草などを用いて競争に
弱い種 が避難できる場 所 を提供する。

一 定数の魚を採集し、印をつけ湖 に放す。数日後再び
同数の魚を採集し、印のある個体とない個体の比率か
ら計算する。

イ



放射年代測定法（　Ｋ－ Ａｒ法，フィッショントラック
法など）

40 40

樹木の「年輪」

埋 没 樹 幹 の 木 口 面 か ら 顕 微 鏡 観 察 の た め の 切 片 を 採 取 し
， 検 鏡 し た 。 そ の 結 果 ， 最 終 年 輪 の な か の 春 材 部 と 夏 材
部 と が 完 全 に 形 成 さ れ て い る こ と が 確 認 で き た の で ， 火
砕 流 の 直 撃 は ， 晩 秋 か ら 翌 年 の 晩 春 の あ い だ ， つ ま り 生
育 停 止 期 間 中 で あ る 。

今から約９万年前には当時の森林限界が1500ｍ降下していた。つまり，当時の
年平均気温は高度約1500ｍに相当する。高度1500ｍにおける気温を気温減率
0.6℃/100ｍで計算すると，1500ｍ×0.6℃/100ｍ＝9℃となり，現在の年平均
気温より，9℃低いことになる。



マグマオーシャン 二酸化炭素 35 紫外線 シルル

ゴンドワナ

グリーンランド38億年前の，海に堆積してできたレキ岩，砂岩，枕状溶岩からなる地層の存在

ストロマトライト 層状構造

バージェス動物群 かたい殻または脊索をもつ

リンボク フウインボク

マントルのプルームの活動が活発化した結果，火山活動が盛んになり，火山ガスに多く含ま
れる二酸化炭素の温室効果により温暖な気候がもたらされた。

ウマ 人類

岐阜県上麻生のジュラ紀のレキ岩に大陸地殻の一部である原生代の片麻岩のレキが含まれ
ること

四万十帯

山口県美祢地域の三畳紀の石炭層

石炭層にシダ植物，裸子植物などの多様な植物化石が含まれていることから，当時，
この付近は大森林が形成されていたと推定される。



凝灰岩

火山灰が堆積して出来た凝灰岩は広い範囲にわたって同じ時期に堆積したため

安山岩

白亜紀

級化成層

海底谷の下の海洋底に，大陸斜面に沿って多量の土砂が運ばれ，粗い粒子から順に堆積して，
最後に細かい粒子が堆積して形成された。

１０ ２０

△ ○ ○ ○ ×



月は自転周期が公転周期と一致しているため，常に同じ面を地球に向けているから。

エ

重力が小さいため，脱出速度が小さく，気体分子を捕獲することができなかったから。

月には水がないため，隕石の衝突で形成されたクレーターが浸食を受けなかったから。

※「月にはプレート運動がなかった。」と答えても正解とする。

金星 天王星

平均距離の三乗を公転周期の二乗で割った値は一定となる。

水素

Ｄ
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0.723
＝ 1.91

1.91
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